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とは人生の大きなイベントである。土地が狭くて高い日本では、「家」は自分の年収の何倍もかけて、何十年もにわたり購入する大きな買い物である。そ ため、貧しい人がまだまだ多く住むインドネシアでは、 「家」を持たない人は多いのでは いか、 と想像する。しかし、実はインドネシアの 家率はかなり高い。　
六年前、筆者がインドネシア・
中ジャワにある外国から援助を受けたマイクロファイナンス機関を訪れた時のこと。そこは女性を中心に、事業向けの小額な資金を、グループでなく個人に貸出していた。貧困層向 のナンスの典型と思われている無担保の融資は、実はインドネシアでは珍しく、こ 機関でも担保は必要だった。ただし 担保は何でも
いいことになっている。 「なんでもいいって⁝」と戸惑っていると「ほんとに何でもいいんだよ。その人が大切にし いるものだ たら、なんで 。例えば、テレビでも自転車でも」そう担当者は説明した。 「じゃあ、何が多いんですか？」 「んー⁝なんでも んだけど⁝でも、実際はやっぱり家や土地の所有証明書かな」では、と借入れ人のリストを見せてもらうと、確かにほぼ全員といっていいほど、担保は「家・土地の証明書」だった。想像に反して、多く 人が家を所有しているらしい。　
しかし、どこのマイクロファイ
ナンスもここと同じと うわけではない。西ジャワの昔ながらの市場で小さな店を出す人 ちに小額の資金を貸すマイクロファイナンス機関では、担保の多くは預金そしてテレビだった 本当にテレ
ビが担保になるんだ、とはじめは驚いたが、借りているお金は少額なので、その機関にある自分の貯金にテレビを付け足すくらいで担保としては間に合うのだろう。　
ところかわって、東ジャワのマ
イクロファイナンス機関で 話。非常に多くのマイクロファイナンスがあるインドネシアであるが、その多くは商業ベースである。そのためインドネシアのマイクロファイナン は「本来 目的」ある貧困削減には役立っていないという批判から、この機関が設立された。貧困層、特 女性の事を援助するためにグラミン銀行型のグループ貸付を行っている。しかし、そこでも担保は必要で さらに基本的には家の所有証明書が必要という。 「グラミン銀 型だったら、無担保じゃないの？」 「担保がないと貸せないわよ！」何バ
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たり前」のことだと説明した。そうなのか。インドネシアでは家をもつことは当たり前なことなのか。そ はいいつつ、やはりここも貧困層相手で ない ではないかと少し疑った。その裏付けを取るために、中央統計庁が出す毎年のデータをみてみよう　
インドネシアの話をする前に、
日本の持家比率ははたしてどのくらいか。平成一七年の国勢調査によると、全国の持家比率は六四・三％。昭和六〇年 六一・七％より若干だが増えている。人口が減少するなかで将来家をもつ必要性はなくな といわれて久しいが、やはり持家神話は根強いらし 。






の世界の持家比率（二〇〇〇年）を眺めると、一位はアイルランドで八三％、二位はイタリアの七八％、三位はイギリスで六九％、アメリカが六五％で七位、日本は六〇％で九位、 フランス五四％ （一一位） 、ドイツ四 （一四位）となっている。世界平均が六三％とあるので、日本は平均的な位置にあるらしい（ただしこのランキングは先進国だけのものと思われる） 。　
では改めてインドネシアはどう
か。 中央統計庁のデータによると、二〇一〇年の全国平均は実に七八・ ％。二位のイタリア 並ぶ。日本より高い 家をもつのは当たり前、というのもあながちまちがいではないらしい。州別にみると一位は中ジャワの八七・九％で、






































六％。一九九三年ですでに九〇・三％だったことを考えると、この質問自体が過去のものになっている感もあるが、パプア州では二〇一〇年でも四二・三％が棕櫚葺きである。これはパプア州が比較的貧しいからでは、 と思いがちだが、持ち家比率は八一％ 。 さらに、安価な住宅を中低所得者向けに提供する国営企業
Perum
nas 社の一
戸当たりの平均価格はパプア州で一億ルピア（約九四万円） 。ジャカルタの一億一九〇〇万ルピア（約一一二万円）に次ぐ高さである。全国平均が六六〇〇万ルピア（約六二万円） 、安いところは五五〇〇万ルピア（五二万円）な で、遠隔地ゆえに資材が高いのかもしれないし、また東西に広いインドネシアは気候も文化も大きく異なるため、もしかするとパプアでは「自然素材」が土地の風土に合っているのかもしれない。 つぎに 「壁は竹製でないか？」と う質問には二〇一〇年には九〇％が「竹製でない」となって る。一九九三年の七四・五％からず ぶん変化している。もうひとつ、 「床は土
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家をもつのは当たり前？―インドネシアの持家比率
